
昭
和
二
十
年
代
の
俎

い
虫

晨
野
清
隆

昭
和
四
年
北
見
中
学
４

昭
和
も
遠
く
に
な
り
に
け
り
。
敗
戦
か
ら
講
和
発
効
の
２０
年
か
ら
２８
年
ま
で
も
額
下
に
お
け

ゴ
Ｆ
九
「
本
書
本
な
時
代
を
振
一塾
り
、
そ
の
生
殺
与
奈
の
中
で
生
き
て
来
た
様
を
申
上
げ
た

い
と
思

勿
論
裁
判
権
も
な
く
、
本
当
に
米
軍
に
殺
さ
れ
て
も
、
殺
さ
れ
損
で
あ

っ
た
。
ち
領
軍
の
軍

政
官
は
、
殆
ん
ど
が
左
翼
主
義
者
で
社
会
主
義
を
日
本
に
植
付
け
よ
う
と
し
た
。

気
、つ
き
に
く

い
巧
炒
な
言
論
管
理
で
、
先
の
戦
争
は

「仝
て
日
本
が
恙
か

っ
た
」
と
の

教
育
は
今
日
ま
で
も
影
響
を
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
突
然
、

３８
度
線
を
逮
え
攻

に
朝
鮮
動
乱
で

ス
タ
ー
リ
ン
と
共
産
主
義
者
の
迅
さ
を
知
り
、
そ
れ
ま
で
大
手
を
振

産
主
義
の
国
会
議
員
、
公
務
員
を
レ
ッ
ト
パ
ー
ジ
と

い
う
事
で
、　
い
っ
べ
ん
に

ｐ
ｏ
８

名
）
を
切

っ
た
。

に
於
け
る
東
西
ハ
戦
の
始
ま
り
で
あ
る
。

出
円
封
鎖

（預
金
は
最
低
限
の
生
活
費
以
外

一
切
お
ろ
せ
な

い
）
。
す
さ
ま
じ

い
イ
ン
フ
レ

下
で
日
の
貨
幣
価
値
は

Ｐ
／

３
８

に
な

っ
て

い
た
。

戦
前

一
万
円
有
る
と
金
利
で
会
え
る
、

‐０
円
あ
れ
ば

一
日
遊
べ
る
と
言

っ
て

い
た
が

「た
ば

こ

一　
一
個
も
買
え
な
く
な

っ
ハ
大ヽ
イ
ン
フ
レ
で
あ

っ
た
。
米
、
友
、
豆
等
雑
穀
は
勿
論
、
諾
、

市
瓜
、
そ
の
他
口
に
入
る
物
は
総
て
統
制
で
、
普
油
、
味
噌
、
塩
、
た
ば
こ
、
酒
類
、
野
菜
、

漁
、
し
か
も
そ
れ
が
正
配
、
ｋ
配
で
と
に
か
く
ど
う
し
て
生
き
て
来
た
の
か
不
足
議
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
住
宅
は
、
未
だ
防
空
壕
す
ま

い
も
多
く
、
ガ
ス
燃
料
は
新
の
配
給
が
時
に
有
る
様
子
、

東
京

へ
の
転
人
は

「
学
生
と
進
駐
軍
用
員
以
外
は
、
転
入
は
許
さ
れ
な

い
」
ド

ッ
ジ
ラ
イ
ン
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
で
徹
底
的
に
日
本
経
済
は
、　
一
転
し
て
大
デ
フ
レ
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

お
話
を
す
れ
ば
今
の
人
に
は
全
く
重
じ
な

い
事
だ
が
、
私
の
北
見
を
出
る
頃
を
具
体
的
に
書

い
て

い
ず
れ
又
、
じ

っ
く
り
と
御
話
を
す
る
機
会
が
有
る
と
思

い
ま
す
。

２．
年
３
月
北
見
中
学

（北
斗
の
こ
と
は
戦
時
ヤ
４
年
制
で
、
４
年
卒
業
で
も
５
年
卒
業
で
も



ょ
か

っ
た
）
２２
年
３
月
北
見
駅
を
午
前
９
時
に
出
発
し
た
。
東
京

へ
行
く
な
ど
は
死
に
に
行
く

様
な
も
の
だ
と
父
は
女
関
ま
で
も
送

つ
て
く
れ
な
か

っ
た
。
母
は
握
り
飯
を
何
奏
分
か
作

っ
て

く
れ
た
。

将
に
死
に
行
く
様
な
事
は
充
分
判

っ
て

い
た
。
し
か
し
青
春
は
二
度
と
無

い
。
青
雲

の
恙
や

み
が
た
く
、
送
に
飛
び
虫
し
て
し
ま

つ
た
ｏ
時
に
私
は

１７
才
で
あ

っ
た
。
汽
車
の
切
符

（ヤ

々

買
え
な

い
）
を
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
。
小
樽
か
ら
先
は
猛
火
雪
で
、
除
雪
が
う
ま
く
行
か
な

い
ら
し
く
て
、
「胆
振
線
」
に
入

っ
た
が
、
途
中
の
峠
を
昇
り
切
れ
ず
何
度
か
バ
ッ
ク
を
し
て
、

勢

い
を
付
け
て
昇
る
が
送
に
ダ
ウ
ン
、
何
時
間
後
に
あ
と
押
し
の
機
関
車
が
来
て
、
や

っ
と
峠

を
越
え
、
ケ
達
紋
別
を
経
由
で
函
館
に
着

い
た
の
は
夕
方
で
あ

っ
た
。

北
見
よ
り
３３
時
間
、
そ
こ
で
衆
船
る
簿
を
手
に
入
れ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
全
身
に
ぶ

っ
か
け
ら
れ
、

青

い
ス
タ
ン
プ
を
手
首
に
押
さ
れ
、
翌
日
の
昼
過
ぎ
に
来
船

（連
絡
線
は
全
部
沈
あ
ら
れ
た
）

そ
れ
で
千
ト
ン
に
も
満
た
な

い

「天
風
丸
」
と
言
う
貨
物
船
の
ご
ざ
の
上
で
寝
る
。
何
時
間
が

か
け
て
青
森

へ
。
翌
日
９
時
に
よ
る
た

っ
た

一
本
だ
け
の
東
京
行
き
で
、
し
か
も
各
駅
停
車
に

寒

い
十
を
待

っ
た
。

列
車
の
十
は
、
便
所
、
洸
面
所
、
網
棚
の
上
に
、
全
く
憑
ろ
し

い
様
な
滉
み
よ
う
で
身
動
き

も
満
足
に
出
来
な

い
状
態
で
、
９
時
よ
り
２４
時
間
を
掛
け
て
、
そ
れ
で
も
上
野
に
着

い
た
。
公

料
は

一
切
売

っ
て

い
な

い
、
母
の
握
り
飯
も
既
に
無
く
な
り
、
全
く
飲
ま
ず
奏
わ
ず
で
あ

っ
た

が
、
但

一
合
東
京

へ
行
く
の
だ
と
、
腹
の
空

い
た
の
も
、
ｔ
れ
て

い
た
。

列
車
の
烏
は
、
杉
薇
が
貼

っ
て
あ
り
残
る
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
、
二
河
島
あ
た
り
、
高
架
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
そ
の
眺
め
は

一
望
千
■
の
焼
野
原
で
、
昔
の
国
技
館
だ
け
が
ポ
ツ
ン
と
建

っ
て

い

た
。
（燒
け
た
跡
を
米
軍
が
修
理
し
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
と
し
た
。
後
の
日
入
講
堂
で
あ
る
）

東
京

へ
の
転
人
は
進
駐
軍
用
員
か
学
生
だ
け
で
あ
る
。東
工
大
専
攻
科
建
築
科
に
入
学
し
た
。

角
帽
で
色
々
学
生
さ
ん
と
言
う
事
で
何
か
に
付
け
助
か

っ
た
。
板
合
先
生
の
所
に
ア
ル
バ
イ

ト
に
伺

っ
た
縁
で
、
児
代
建
条
界
の
大
先
生
の
所
に
２５
年
、
卒
業
と
同
時
に
入
所
以
後
、
有
名

建
築
に
関
連
さ
せ
て
頂
き
３２
オ
独
立
し
て
事
務
所
を
構
え
、
多
く
の
腱
賞
に
も
当
選
し
、
又
大

史
果
や
住
宅

（池
波
正
太
郎
邸
）
等
生
涯
二
六
〇
の
建
築
設
計
を
創

っ
た
。

戦
後
の
様
々
な
事
は
、
又
何
か
の
機
会
に
　
　
　
　
。


